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When白epermeable substratum was used in RBCラ仕lesubstrat巴(BOD)removal rate increased. This was b巴:cause
社1巴bio-filmexisted also in the space of血巴subs仕atumand as the resul t血eeffective bio-film increased. In additionラ
白巴permeablesubstratum was fixed a good deal of社leswing and stretch bio-film incr回 singthe substrate removal 
be四use仕lebulk liquid also fluid vertical to the substratum surfac巴 Andthen， the fixed pro旬beranceon the 
subsむatumsurface was used in RBC. The protuberance was had eff巴ctof incr回 singoxygen supply in the b叫k
liquid and within也巴 bio司film.Appling血巴 aboveadvantage for RBC， Sekisui Environm巴ntCorporation (Japan) 
developed an RBC wi出血efixed protuber組問叩dp巴口neablesubs仕atum.The RBC have be巴nus巴d吐lemany kind 
ofwast巴water位同むnent.In吐uspaper，仕lecapability of血巴wastewatertrea也lentヲtheliquid-solid separation and仕le
property of th巴sludge using出eRBC were mai叫yreported. The efficiency of出ewastewat巴r仕回伽lentby血eRBC
to the conventional RBC was about 3 times. When sedimentation tank und巴:rthe RBC was j oinedヲth巴巴伍Clency
was higher 
K巴戸tVords:RBC v.司仕1cubic latic巴dsubs仕an.江ll，high巴fficiencyof wastewater仕巴atment，sedimentation tank under 



























































































































k=P. z. exp[ーEo/RTk] .・・(1 ) 
ここで， k Iま反応速度定数， Tklま絶対温度， EoIま反
応の活性化エネルギ~， RIま気体定数， Z Iま単位時聞に
単位容積当たりに衝突する分子の総数， P Iま有効衝突
数で 0~1 の値をとる立体因子である.次に生物化学的
硝化反応速度係数の温度依存性は R4T=R43~ (e) TQ-3~ 
となる.ここに， R4Tは温度Tにおける BOD除去量， R43~ 
1ま温度30"Cにおける BOD除去量， RDTは任意温度("C)
e Iま温度依存係数 (eの値が 1の場合は温度による影
響はない，e > 1であるほど温度による影響が大きい)
である.回転円板法による硝化ではRoIflR43~= (1. 05) TQ-3~ 




















2.3. 1 実験Iと実験Eにおける BOD濃度と BOD除
去量
図 2~7 は平成 17 年 5 月~平成 18年 1 月(実験 1'"'"実
験11)，図 2~8 は平成 18 年 5 月~平成 19 年 1 月(実験
Hのみに使用)までの BOD濃度と経過日数の関係を示
したものである.図 2~7 より求めた実験 1 (沈殿槽無



















図 2~9 は平成 17年 5 月 '""'18 年 1 月(実験 1'"'"実験 11)， 
図 2~10 は平成 18 年 5 月 '""'19 年 1 月(実験 H のみに使
用)までの BOD除去量と経過日数の関係を示したもの
である.図 2~8 より求めた実験 1 (沈殿槽無曝気)に
おける平均 BOD 除去量と，図 2~9 より求めた実験 11 (沈
































































表 2~2 平均 BOD濃度(mg/I)
図2-8 BOD濃度と経過日数
流入混合水流出混合水流入上澄水 流出上澄水流入ろ液 BOD流出ろ液 BOD
BOD濃度 BOD濃度 BOD濃度 BOD 濃度 濃度 濃度
実験 1(夏) 274mg/l 95mg/l 188mg/l 54mg/l 81mg/l 22mg/l 
実験1(冬) 265mg/l 100mg/l 179mg/l 47mg/l 92mg/l 22mg/l 
実験1(夏) 192mg/l 60mg/l 148mg/l 33mg/l 74mg/l 27mg/l 




























o 20 40 60 80 100 120 140 160 180 20 220 240 260 
経過回数
図2-10 BOD除去量と経過日数
表2-3 平均 BOD除去量 (kgj日)
混合水BOD除去量 上澄水BOD除去量 ろ液BOD除去量
実験1(夏) 7.2kg/日 5.9kg/日 2.7kg/日
実験1(冬) 5.5kg/日 7.9kg/日 2.7kg/日





















o 20 40 60 80 100 120 140 160 180 20口 220
経過回数
図2-11 S 濃度と経過日数
2.3.2 実験 Iと実験Eにおけるs濃度と s除去
~ 
図 2-11 は平成 17 年 5 月~平成 18 年 l 月 (実験 I ~
実験1)までのお濃度と経過日数の関係を示したも















40 60 80 100 120 140 160 180 200 220 
経過日数
図2-12 S 濃度と経過日数
表2-4 平均S濃度 (mgj1) 
流入混合水ss濃度 流出混合水ss濃度 流入上澄水ss濃度 流出上澄水ss濃度
実験 1(夏) 415mg/1 117mg/1 125mg/1 61mg/1 
実験1(冬) 490mg/1 139mg/1 120mg/1 45mg/1 
実験 II(夏) 650mg/1 171mg/1 120 mg/I 60 mgゾ|
-27 -




















ほど変わらなかった.図 2-13は平成 17年 5月"'-'18年

































2.3.3 実験Eと実験Eにおける BOD濃度と BOD除
去量
図2← 15は平成 18年 5月"'-'19年 1月(実験1"'-'実験





















































流入混合 流出混合 流入上澄 流出上澄 流入ろ液 流出ろ液
BOD濃度 BOD濃度 BOD濃度 BOD 濃度 BOD濃度 BOD濃度
1槽排気(夏)実験E 192mg/1 60mg/1 148mgゾ| 33mg/1 74mg/1 27mg/1 
2槽排気(夏)実験E 285mg/1 152mg/1 198mg/1 44mg/1 99mg/1 31mg/1 
















図 2- 19 は平成 18 年 5 月 ~ 1 9 年 1 月(実験 II ~実験

















槽より 排気した際の流入水量は 13~ 79rn3/ 日， 冬季に
行った第 1沈殿槽の排気に伴う排泥を第2沈殿槽へ送
泥させた際の流入水量は 11~54rn3/ 日 ， 夏季に行った
第 l沈殿槽の排気に伴う排泥を第2沈殿槽へ送泥させ
た際の流入水量は 6~78rn3/ 日であった .
図 2-1 7 は平成 18 年 5 月 ~ 19 年 1 月(実験 II ~実験
皿)， 図 2-1 8 は平成 19 年 5 月 ~ 19 年 8 月(実験皿のみ
に使用)までの BOD除去量と経過日数の関係を示した




































混合水 BOD除去量 上澄水 BOD除去量 ろ液BOD除去量
1槽排気(夏)実験E 7.7kg/日 6.5kg/日 2.9kg/日
2槽排気(冬)実験E 4.2kg/日 5.8kg/日 3.1 kg/日
2槽排気(夏)実験E 5.3kg/日 6.4kg/日 2.2kg/日
???? ?
表2-7
西留 清 竹ノ内孝嗣 佐藤ひとみ
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o 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220 
経過日数
図2-19 S濃度と経過日数 図2-20
表2-8 平均S濃度 (m巴j1) 
流入混合水ss濃度|流出混合水s濃度|流入上澄水s濃度
650mg/1 I 171 mg/I I 120mg/1 
384mg/1 I 203mg/1 I 124mg/1 
10 20 30 40 50 60 
経過日数
図2-22 S除去量と経過日数































































o 20 40 60 80 100 120 140 160 180 2日o220 240 260 
経過日数
因子21 S除去量と経過日数





























図 2-21 は平成 18 年 5 月 ~19 年 1 月(実験 II~実験
m) ，図 2-22 は平成 19 年 5 月 ~19 年 8 月(実験皿のみ
に使用)までの SS除去量と経過日数の関係を示したも
のである 図 2-20より求めた実験1 (1槽排気)にお






































実験は平成 19年 6月6日開始し，平成 20年 2月 7
日まで、行った実験結果を示す.
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